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1 . 構 造 物 の 安 全 性 確 保 の た め の 調 査 ・ 検 討 事 項  

対 象 構 造 物 は 都 市 住 宅 地 に 隣 接 す る 場 所 打 ち P C 桁

橋 で あ る 。 条 件 変 更 点 は 住 民 及 び 発 注 者 か ら の 現 場 作

業 期 間 の 短 縮 要 請 に よ る ① 主 桁 の プ レ キ ャ ス ト （ P C a ）

化 で あ る 。 以 下 に 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項 を 挙 げ る 。  

 

( 1 ) P C a 桁 の 運 搬 ・ 架 設 計 画 の 検 討 ： P C a 運 搬 は 都 市 部

の 狭 隘 道 路 で の 接 触 事 故 防 止 の た め 、 運 搬 経 路 、 重 量

制 限 （ 2 5 t 制 限 等 ）、 時 間 帯 制 限 を 調 査 し 、 計 画 立 案 す

る 。 架 設 機 材 計 画 は 、 ア ウ ト リ ガ ー 反 力 と 地 盤 支 持 力

を 調 査 し ク レ ー ン 能 力 と 設 置 ス ペ ー ス を 検 討 す る ② 。  

 

( 2 ) P C a 化 に よ る 構 造 系 変 化 の 安 全 性 検 討 ： 接 合 部 は

P C a の 構 造 的 弱 点 に な り 得 る た め 、 接 合 方 式 （ ウ ェ ッ

ト ・ ド ラ イ 接 合 ）、 せ ん 断 キ ー 配 置 ・ 形 状 、 接 合 面 処 理

を 検 討 す る 。 耐 荷 力 確 保 の た め 、 接 合 部 の プ レ ス ト レ

ス ロ ス と 二 次 プ レ ス ト レ ス 評 価 を 検 討 す る ③ 。  

 

③ 構造物の安全性なので、まさにこの内容が解答にふさわしいと思います。前項は、論点を外してい

るので、これらの検討に必要な調査事項（プレキャストの耐久性、長期的な劣化要因、接合部の応

力、長期的な疲労特性、接合時の応力変化などの調査）を述べると良いでしょう。 

② 構造物の安全性を確保するための調査・検討事項が問われています。この内容は、搬出入における

安全性の確保、および作業の安全性を確保するための調査になっています。条件を満たしていませ

ん。 

① →「伴う」 
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2 . 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 、 工 夫 を 要 す る 点  

( 1 ) 施 工 条 件 の 整 理 ： 施 工 時 応 力 把 握 の た め 、 P C a 化 に

伴 う 条 件 を 整 理 し 、 設 計 時 の 前 提 条 件 と 実 際 の 施 工 条

件 の 乖 離 に 留 意 す る ④ 。  

 

( 2 ) P C a 化 に 伴 う 構 造 解 析 の 実 施 ： 接 合 部 を 考 慮 し た 施

工 ス テ ッ プ で 構 造 解 析 を 行 う ⑤ 。 留 意 点 は 構 造 性 能 確

保 の た め 、 接 合 部 の 剛 性 評 価 と 応 力 伝 達 機 構 の 適 切 な

モ デ ル 化 を 行 う 。 モ デ ル 化 の 留 意 点 は 接 合 部 を 曲 げ モ

ー メ ン ト 最 大 と な る 支 間 中 央 部 と な ら な い よ う 、 ブ ロ

ッ ク 割 を 奇 数 配 置 に す る 。 工 夫 点 は 荷 重 挙 動 の 理 解 促

進 の た め 、 3 D - F E M に よ る 局 所 応 力 解 析 の 可 視 化 を 行

う 。  

 

( 3 ) P C a 部 材 の 運 搬 ・ 架 設 計 画 の 立 案 ： P C a 部 材 の 施 工

安 全 性 の た め 、 運 搬 ・ 架 設 計 画 を 立 案 す る 。 留 意 点 は 、

運 搬 衝 撃 に よ る 損 傷 リ ス ク を 回 避 す る た め 、 仮 支 持 点

を 算 出 し 衝 撃 安 全 率 ( 2 割 ) を 加 算 す る 。 工 夫 点 は 正 確

な 構 造 と す る た め 、 架 設 時 に 3 次 元 常 時 監 視 を 行 う 。 

( 4 ) 品 質 管 理 計 画 の 策 定 ： 接 合 部 の 品 質 確 保 方 法 、 主 桁

⑤ 接合部の考慮が必要なのは施工ステップではなく、構造解析ではありませんか。→「施工ステップ

ごとに接合部を考慮した構造解析を行う」 

④ 手順の内容と留意点・工夫点は分けて書くべきでしょう。また、調査検討事項は、施工時における

構造物の安全性を確保するためのものでしたが、手順は変更施工計画を策定する業務だと理解され

ます。よって、応力把握に限る必要はなく、条件を整理すべきだと思います。 
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の プ レ ス ト レ ス 管 理 方 法 （ 緊 張 力 ± 5 % 以 内 ）、 出 来 形 管

理 基 準 を 設 定 す る 。 留 意 点 は 構 造 一 体 性 確 保 の た め 、

グ ラ ウ ト 充 填 確 認 方 法 を 確 立 す る ⑥ 。 工 夫 点 は コ ン ク

リ ー ト 打 設 後 ⑦ 、 不 可 視 部 分 と な る た め 、 非 破 壊 検 査

技 術 ( 広 帯 域 超 音 波 法 ) 活 用 に よ る 接 合 部 品 質 を 確 認 す

る 。  

 

3 . 関 係 者 と の 調 整 方 策  

発 注 者 ・ 設 計 者 ・ 施 工 者 の 共 通 認 識 形 成 の た め 、 計

画 変 更 の 初 期 段 階 で 3 者 会 議 を 開 催 し 、 P C a 化 に よ る

構 造 安 全 性 へ の 影 響 や 懸 念 点 を 共 有 す る 。 そ の 際 、 関

係 者 の 理 解 促 進 と 迅 速 な 意 思 決 定 を 図 る た め 、

B I M / C I M モ デ ル を 活 用 し た 情 報 共 有 プ ラ ッ ト フ ォ ー

ム を 構 築 し 、 変 更 内 容 や 施 工 手 順 を 可 視 化 す る 。  

P C a 製 作 工 場 と の 調 整 は 、 製 品 品 質 の 確 保 の た め 、

製 作 精 度 方 法 や 管 理 基 準 に つ い て 事 前 協 議 を 行 う ⑧ 。  

住 民 に は 、 定 期 的 な 情 報 提 供 に よ り 合 意 形 成 を 図 る

計 画 と す る 。 例 え ば 、 P C a 化 に よ る 騒 音 低 減 効 果 （ 騒

音 規 制 法 基 準 か ら 約 1 0 d B 低 減 ） や 作 業 期 間 短 縮 効 果

( 通 勤 時 間 の 作 業 回 避 ） と い っ た 定 量 数 値 を 示 す 。 以 上  

⑥ 施工計画の策定上の留意点なので、グラウト不良に留意すれば良いのではないでしょうか。その際、

「X線透過法やインパクトエコー法を用いた充填状況を検査するなど」といった具合に確認方法も

添えられればなお GOODです（ただし、スペースがないので留意点だけでも OK）。 

⑦ コンクリート打設とは、何の工程なのでしょうか。プレキャストの桁ではないのですか。 
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⑧ 一般論に見えます。例えば、試作・モックアップを作成して調整する、標準化された製品をベース

に調整を図るなどもう少し、具体性が欲しいところです。 

※ 修正点は残されているものの、とても良く修正されています。よく研究されており、見違えるよう

な仕上がりです。 


